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１．はじめに 

ダム調整池の堆砂状況については，河川管理者に毎年堆砂測量を実施し結果報告している。 

報告資料の基となる河川横断測量は，原則として河川上下流方向 400ｍピッチ，河川横断方向 20

ｍ以下の間隔とする側線上を測量することが定められており，一般的なシングルビームによる超音

波測深で横断面測量を行っている。 

ダム調整池内に堆積した土砂の効率的な排除方法検討の為，河床状態を詳細に把握可能な有人ボ

ートによる「ナローマルチビーム測深」で試行中であるが，有人ボートによる「ナローマルチビー

ム測深」は調整池を面的に測量可能であるものの，機動性と測量コストに課題を有している。これ

らの課題解決の為，当社ダム調整池を対象に無人ボートによるマルチビーム深浅測量の適用性確認

結果について報告するものである。 

 

２．ナローマルチビーム測深の概要 

ナローマルチビーム測深とは，シングルビー

ム測深が 1 本の音響ビームで横断側線上を

「線的」な測量であるのに対して，扇型状（最

大 160°）に音響ビーム（最大２５６本）を送

受信することで横断側線にとらわれずに「面

的」な広範囲データを取得でき，微地形まで把

握することを可能にするシステムである。 

ナローマルチビーム測深により取得した測量

データ（座標・標高）をもとに統合１ｍ三次元

地形モデルを構築し，等高線図，陰陽図，段彩

図などを作成できる。 

 

 

３．有人ボートによるナローマルチビーム測深の課題 

有人ボートによるナローマルチビーム測深は，３～４名

が乗船し測量するため船体が大きく，水深が２ｍ以下の浅

瀬では座礁や障害物への接触などの恐れがあり，船上作業

のため落水などの危険がともなう。また，船体重量により

調整池への搬入・出にはクレーン等が必要となり，搬入・

出個所も限定される。 

ナローマルチビームシステムの各機器を船体に艤装し，

その後艤装状態から初期データの設定や試運転など測量

前の準備時間を要する。 
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４．無人ボートによるナローマルチビーム測深適用性確認 

（１）使用機材 

汎用ボートをベースに GNSS 受信装置 ならびにマ

ルチビーム測深機（センサー・慣性ジャイロ・コント

ローラーなど）の測深に必要な機器がすべて搭載され

たオールインワン構造である。また，操作については

リモコン直接操作および航行プログラム・GNSS 受信

により自動航行も可能である。 

無人ボートは，全長：約 1.7ｍ，全幅：約 0.8ｍ，総

重量：約 50kg 程度（ボート 40kg，台車 10kg）であ

り，ワゴン車による運搬および人力で調整池に揚げ降

ろしが可能な仕様となっている。 

 

（２）フィールド試験 

当社ダム調整池 2 箇所を実施箇所とし，調整池内の

土砂の堆積状況のナローマルチビーム測深を行うた

めの無人ボート搬入・出個所の選定および航行ルート

や自動航行プログラムを立案し，フィールド試験を計

画した。 

フィールド試験については，試験計画に基づき，無

人ボート測深・航行状況を陸上から監視し，必要に応

じ自動航行と直接航行を切替実施した。 

  

５．まとめ  

（１）成果 

  無人ボートマルチビーム深浅測量試行を行い，点検範囲拡大(浅い水深測深可能)，コスト低減，

安全性向上の観点から有人ボートと比較した優位性の確認を行い，以下の知見を得た。 

  ●船体運搬はワゴン車で可能。調整池への搬入・出は人力で可能であった。（有人ボート運搬トラ

ック・ユニック・クレーンが不要） 

  ●無人ボートマルチビーム測深は，着水後速やかな深浅測量開始が可能（有人ボートの様な艤装

や設定・試運転工程が不要）であり，有人ボートマルチビーム測深と比較して計測時間の大幅な

短縮が可能であった。 

●無人ボートマルチビーム測深は，有人ボートが測深不可能な２ｍ 未満の浅瀬（最浅 0.66m）で

も対応可能であった。 

●計測精度は，シングルビーム測深結果と比較し，概ね同様の結果となり浚渫状況が的確に再現

する等，問題は無かった。 

●動力がバッテリーであり，燃料を使用しないため，船外機・発電機等の燃料漏れおよび発火防

止対策が不要である。 

（２）今後について 

  以上の成果により，無人ボートによるマルチビーム測深の実用化は可能と判断できるが，さらな

るコスト低減の可能性を検討していく。                      以  上 
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